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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

 福岡県北九州市小倉北区真鶴２丁目５番２７号　　　　　　℡ 093-582-0294

 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/40/index.php基本情報リンク先

項　　目

「グループホーム さくらんぼ」は、閑静な住宅街の中に建つ老健施設併設の、２階建て１ユニットの家
庭的な雰囲気の事業所である。広い敷地内に、散歩コースと、東屋を設置し、気候の良い時期は散歩
したり、東屋でおやつを食べて楽しみ、季節の移り代わりを五感で感じてもらい、利用者の気分転換に
取り組んでいる。母体医療法人の往診体制が整い、看護師と介護職員が協力し、利用者の小さな変
化も見逃さず、早期治療に取り組み、安心して任せられる医療連携体制が整っている。調理上手な職
員が、味や彩り、盛り付けにも気配りしながら作る美味しい手料理を、利用者と職員が談笑しながら一
緒に食べる楽しい食事の時間は、利用者の食欲増進に繋がり、健康の源になっている。また、運営推
進会議を通して地域との関係を深め、地域の高齢者の医療、介護相談に柔軟に対応し、頼れる地域
密着型事業所として、今後、益々期待される「グループホーム さくらんぼ」である。

項　　目

所在地

自己評価作成日 平成２８年１２月０５日評価結果確定日平成２８年０８月１６日

1. ほぼ全ての利用者の
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25.26.27）

3. 利用者の１/３くらいの
2. 利用者の２/３くらいの

所在地

1. ほぼ全ての職員が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 職員の２/３くらいが

60

3. 利用者の１/３くらいが

1. 大いに増えている
2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが

2. 家族の２/３くらいと
3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての家族と

1. ほぼ全ての家族等が

3. 職員の１/３くらいが

1. 毎日ある

66
3. たまに

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

3. あまり増えていない
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどない

1  自己評価及び外部評価結果

4070401379

法人名 医療法人　北愛会　

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 認知症の重度化・身体機能の低下が当ホームでみられ、グループホームでの重度化防止が大
きな課題となっています。4ｋのこころ（感謝の心・謙虚の心・共感の心・気づきの心）を大切にも
ち、五感を使って良く観察し、報告・連絡・相談・確認を機能させ、早めの対応を心掛けていま
す。又、身体機能等の低下等から長距離の外出レクリエーションが難しい日が有りますが、近隣
への散歩や食事・おやつ作り等を入居者様と一緒に行い、入居者様に食事を喜んで頂いていま
す。医療面では、同一敷地内の老健と桜ハウスには常時、看護師が配置されており、緊急時の
連絡体制等も確立されています。多様化する疾患に対応できる体制が構成されており、入居者
様が安心して生活して頂ける環境が出来ていると思います。

事業所名 グループホーム　さくらんぼ

〒800-0022　福岡県北九州市小倉北区上富野３丁目１７番１号　　℡093-541-0314

3. 家族等の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う70

4. ほとんどできていない

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 家族等の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20.40）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～5７で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

1. ほぼ全ての利用者が

69

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67

　（別紙４）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32.33）

61

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：38.39）

1. ほぼ全ての利用者が

62

4. ほとんどいない

3. たまにある

63

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
2. 利用者の２/３くらいが

特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会













急変時､事故発生時のマニュアルとAED使用マニュアルを1階・2
階の職員が目につく場所に掲示している｡AEDは日勤及び夜勤
帯でもすぐに使用できる場所に設置している｡法人全体の内部
研修時に消防士を招いた救命救急の研修や急変時・事故発生
時の流れを想定した訓練、心肺停止時の対応やAEDを使用し
た実践演習等を行っている｡又、応急手当や初期対応について
も併設施設の医師や看護師から学んでおり､処置方法や疑問点
等がある際は､医療連携体制の看護師に尋ね、職員全員で共
有し実践に役立てている｡

法人内で防災委員を設置しており、法人全体で避難訓練及
び消火・通報訓練を行っている。又さくらんぼ独自にも夜間
想定の避難及び通報訓練を実施している。火災予防の為、
予防チェックリストにて毎日点検を行うと共に、定期的にコン
セント等の清掃を行っている。スタッフルームにはマニュア
ルや避難経路図を掲示し、災害時に備え、非常持ち出し袋
を準備しており定期的に中身の確認を行っている。

各入居者の生活歴や習慣を把握し、今まで送ってきた習慣
等を出来る限り尊重し、無理に事業所のリズムに合わすこ
とがないよう努めている。又、各入居者の考えや思考を尊重
する声掛けや関わりを行うことが出来るよう接遇面にも配慮
している。又、施設全体の接遇マニュアルも有り、各自の意
識を高めるようにしている。個人記録の保管等は取扱いや
収納場所も徹底しており、全職員は秘密保持について周知
し契約書もとっている。

法人内の管理栄養士等の指導の下､食事メニューを作成し
ている。各入居者の状態に合った食事形態や疾病等に対
応した食事を提供している。調理時等の家事活動には個々
のADL状況や認知症の状態に合わせ､できる時は職員と一
緒に行って頂いている。しかし認知症の重度化や身体機能
の低下等により以前に比べ活動が減少傾向であるが､引き
続き各入居者の力が存分に発揮できるよう努めている。





ご家族等の意向の下､各担当者が責任を持って管理してい
る｡管理者が適宜出納長・金銭の確認をきちんと行い､各ご
家族の面会時に収支を明確にお伝えし了承・同意を得てい
る｡買い物外出等の際には､各入居者の希望に合わせた買
い物等を行い､出来る方は支払いも自身でして頂き､自由に
買い物を楽しむことができるよう支援している｡




